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《本号の表紙絵》

象牙質象牙細管内神経線維
（×1200　　ビルショウスキー・ナガハマ染色）

象牙質内に神経線維が存在するかどうかの問題は，19世紀にさかのぼる古い問題であ

る．これは，硬組織の固定法が難しいこと，脱灰あるいは研磨時に組織の実体が変性して

しまうことがあげられる．初期に象牙質の神経線維を報告したものに，Murgenstern（1892），

Römer（1899）らがいるが，十分な証明にいたっていない．象牙質の知覚について，Walkhoff

（1923）は，象牙線維そのものが物理化学的変化によりその刺激が象牙芽細胞に伝わり，

神経線維に伝わるという概念を示している．象牙質内の神経線維を証明したのは，日本歯

科大学教授豊田実（1929，1934）で，象牙細管の中で，象牙線維にまつわりながら上昇，

自由端や神経終末で終わると述べ，さらに側枝をだして神経網を作ることを主張した．こ

の研究は，ベルリン大学のDieckのもとで始められ，電気滲透洗滌器を使い脱灰象牙質内

の電解性沈着物を除き，ビルショウスキーの鍍銀法を行ったものである．しかし，この方

法でも再現性が難しいことが欠点として挙げられているが，本表紙のスライドは長浜晋

（1981）により，電気滲透洗滌器を使わず，鍍銀法で過染し，漂白により作成したスライ

ドである．
（西巻　明彦）
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